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当社がさまざまなプラント業界で５０年にわたり培ってきた伸縮可撓継手の設計・開発・製造・評価技術をもとに、
これを機に管路防災に資する製品とサービスのさらなる開発と普及に鋭意邁進する所存です。

尚、本研究所開設にあたっては、ライフライン地震工学の専門家である小池 武氏(元京都大学大学院教授) に
シニアフェローとしてご就任いただき、管路防災技術指導と研究技術者の人材育成にご尽力戴くことになりました。

このNEWS LETTERは年に数回のご案内を予定しております。

皆様方には、なにとぞよろしくお導きのほど、かさねてお願い申し上げます。
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ごあいさつ

皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
また平素は格別のご高配を賜り誠に有難く、厚く御礼を申し上げます。

さてこのたび、『管路防災研究所』を開設するにあたり、当施設の取り組みや研究員たちの活動内容
をNEWS LETTERというかたちでお知らせすることといたしました。つきましては日頃からたいへんお
世話になっている皆様方にその「創刊号」をお届けし、ひとことご挨拶を申し上げます。

当社は関西文化学術研究都市（京都府精華町）に本社を構えて１５年目となる今年、新施設 『管路
防災研究所』 を開設いたします。

登録名称は、日本ニューロン株式会社 けいはんなサウスラボ 『管路防災研究所』 です。

〔 英語名 ： NEURON Pipeline Resilience Laboratory 〕

本年2月に着工、同10月に竣工を予定しています。

本施設は、地震災害をはじめとする自然災害や過酷な環境条件に晒される管路の防災技術に特化
した研究所に昇華させるべく、関係者の皆様方と共に尽力いたす所存です。

管路は都市インフラ施設や産業施設の活動を支える基盤システムであり、とくに地上・地下、3次元
空間内を自在に展開しています。その管路を円滑に機能させるために必須の装置が伸縮可撓継手
です。しかしその設置場所は、管路システム内で構造的に最も過酷な場所であるため、災害に対し
ては最大限の注意が払われなければなりません。本研究所は、災害に強い管路システムの開発、と
くに耐震性能に優れた伸縮可撓継手を開発する目的で設立致しました。
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